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はしがき

函数解析学は 193
れた領域で実函数論

論など広域の数学を取

と認識している。 しか

みに留まらず、 種々な

量子力学など、 更には

ら情報科学など最新の

数解析学を $b$ a $s$ $e$

る関連研究対象が拡大

本研究集会では上述

$0$ 年代よりスタートさ

調和解析 函数方程式
り込んで発展して来た

しその様な純粋数学の

力学系、 確率過程論、

信号解析、 計算数学か
広領域に至るまで、 函

とする多種多様に亙
されつつある。

の観点に立って、 単な

る形式的 抽象的な函数解析学を目指すので
はなく、 新たな領域としての $M$ a $t$ $hem$
a $t$ $i$

$C$ a1 $S$ $C$
$i$ $n$ $C$ $e$ $S$ ともいうべ

き数理的手法を用いた意義ある具体的な応用
を目指すことを意識した。 ここに集録した論

文の大多数がそうであることを願っている。
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